農地法第３条許可申請書類について
１　許可申請書（欄等が不足の場合は､別紙を用いて記載してください。）
２　土地登記事項全部証明書（法務局で取得）
　・名義人と申請人の住所、氏名が一致しない場合、疎明資料(住民票･戸籍の附票･戸籍等)

　・相続登記未済の場合、相続登記に必要な書類(戸籍謄本･系譜図･遺産分割協議書等)

３　地籍図（法務局又は日置市役所で取得）
４　営農計画書（新規就農、日置市外の人が権利を取得する場合他）
５　耕作証明書（日置市外に耕作権を有する農地がある場合）
６　世帯全員の住民票の写し（日置市外の人が権利を取得する場合）
７　法人が権利の取得者となる場合、定款の写し及び法人登記事項全部証明書(履歴事項)
　・農地所有適格法人が権利の取得者となる場合、適格用件を具備する事を証する書面

８　国籍を確認できる証明書等（農業委員会において、権利取得希望者の国籍を確認できな
い場合は、住民票の写し、在留カード、在留資格認定証明書などの提示を求める場合があ
ります。）
９　代理人による申請の場合は、委任状

10　その他

※　提出部数…１部

※　上記１・４・８の用紙は事務局にあります。また、日置市のホームページからもダウンロードできます。
※　毎月１０日まで（１０日が土曜・日曜・祝日の場合はその前日）に提出された申請書類は、原則として、同月２８日頃開催予定の農業委員会定例総会で審議され、許可書等が交付されます。

　


農地法の許可を受けずに、売買・贈与・交換・貸借を行っても法的効力が生じません。


　なお、次の事項に該当すると、許可されない場合があります。


１　権利取得者又はその世帯員が、全ての農地について、効率的に利用して耕作すると認められない場合


２　周辺の農地利用に支障を生ずるおそれがあると認められる場合


３　その他、農地法第３条の許可基準を満たさない場合








